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2023 年度 STATION Ai パートナー拠点事業の成果について 
 

（１）これまでの経緯 

「Aichi-Startup 戦略」では、愛知県全域にわたるスタートアップ・エコシステムの形

成を目指し、県内各地域に STATION Ai と連携する「STATION Ai パートナー拠点」の設立

を促進することとしています。 

2021 年 10 月には、東三河地域の企業、大学、行政機関等で構成する「東三河スタート

アップ推進協議会」をパートナー拠点に位置付けました。更に、2023 年９月には、大府

市・東浦町にまたがるウェルネスバレー地域の健康長寿関連機関、企業、大学、行政機関

等で構成する「ウェルネスバレー推進協議会」をパートナー拠点に位置付けました。 

2024 年度は、その他の地域においてもパートナー拠点の設立を促進し、各地域の特色

を生かした自立的なスタートアップ・エコシステムの形成を支援します。 

 

（２）2023 年度事業の概要 

①【エコシステム形成支援統括マネージャー設置事業】 

県内各地域を支援する統括マネージャーを３名配置し、自治体やスタートアップ支援

機関等の主体（以下「自治体等」という。）を対象に下記のプログラムを実施するととも

に、プログラム等に参加するにあたり、スタートアップ、事業会社、他地域、STATION Ai

等との調整に向けた助言等、地域の実情に応じたアドバイザリー業務を実施。 

また、パートナー拠点の位置付けにあたって、パートナー拠点と STATION Ai が有機的

な連携を取るための助言等を実施し、県内全域でのスタートアップ・エコシステムの形

成に繋がるよう、定期的に情報共有を行い、STATION Ai 及び他地域との連携に関する助

言等を実施。 

 

ア【スタートアップと地域のビジネス共創プログラムの実施】 

自治体等を対象に、スタートアップ支援の実践機会を提供するためのプログラムと

して、６か月間の「AICHI CO-CREATION STARTUP PROGRAM」を実施。 

自治体等は、プログラムの中で県の統括マネージャーのサポートを受けながら、地

域ネットワークを活用してスタートアップへ実証先を紹介するなどの実践経験を積

み、支援ノウハウを習得。 

 

イ【支援者向けワークショップの実施】 

自治体等を対象に、スタートアップやスタートアップ・エコシステムの概念理解を

学ぶとともに、異なる団体同士の相互理解や共創したい取組内容の言語化を目的とし

たワークショップを実施。 
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「AICHI CO-CREATION STARTUP 

PROGRAM」中間デモデイの様子 

（2023 年 11 月 30 日） 

東三河スタートアップ推進協議会との

共催イベントの様子 

（2024 年２月 22 日） 

ウ【コミュニティ形成支援・交流会の実施】 

スタートアップ、自治体、金融機関及び商工会議所等が、地域やコミュニティの垣

根を越え、定期的に各主体間での情報共有・共創を促進するため、「中部イノベーシ

ョンコミュニティ」を構築。 

また、当該コミュニティを活用し、異なる団体同士が交流するイベントを実施し、

自治体等がスタートアップ・エコシステム形成に取り組むにあたり、巻き込みが必要

なプレイヤーとのネットワーク構築を支援。 

 

②【東三河スタートアップ機運醸成支援事業】 

  東三河スタートアップ推進協議会と協働の上、東三河地域がスタートアップ・エコシ

ステムの形成に向けて取り組んだ成果を打ち出すイベントを開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事業の成果 

 

（４）具体的な成果事例 

１ 

2023 年９月に、大府市・東浦町にまたがるウェルネスバレー地域の健康長

寿関連機関、企業、大学、行政機関等で構成する「ウェルネスバレー推進協議

会」をパートナー拠点に位置付け。 

内 容 回 数 

地域とスタートアップのビジネス共創プログラムにおける参加自

治体・支援機関 
25 団体 

支援者向けワークショップの開催 ９回 

コミュニティ形成支援・交流会の開催 10 回 
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ウェルネスバレー推進協議会との覚書締結の様子 

（2023 年９月 21 日） 

２ 

地域とスタートアップのビジネス共創プログラム「AICHI CO-CREATION 

STARTUP PROGRAM」において、複数の共創事例が創出。 

例）株式会社テックシンカー： CO2 排出量の可視化とカーボンオフセット

対応が可能な SaaS を開発・展開している。大府市、大府商工会議所と連携

し、市内企業にて実証実験を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）2024 年度事業について 

統括マネージャーを３名配置し、パートナー拠点の設立促進に向けて以下のプログラ

ムを実施します。 

 

 

内 容 対象者 実施期間 

自治体等にスタートアップ支援の実践機

会を提供し、地域でのスタートアップ・エ

コシステム形成促進を目的に、スタートア

ップと地域の自治体等とのビジネス共創プ

ログラム「AICHI CO-CREATION STARTUP 

PROGRAM」の実施 

自治体、スタートアッ

プ支援機関、商工会議

所、金融機関、スター

トアップ等 

８月～３月 

（予定） 

内 容 対象者 実施期間 

スタートアップや自治体等が定常的に接

点構築できるコミュニティの運営と、コミ

ュニティ内での勉強会及び交流会の実施 

自治体、スタートアッ

プ支援機関、商工会議

所、金融機関、スター

トアップ等 

４月～３月 

パートナー拠点がスタートアップ・エコ

システムの形成に向けて取り組んだ成果を

打ち出すイベントの実施 

東三河スタートアップ

推進協議会、ウェルネ

スバレー推進協議会、

スタートアップ等 

11 月 

（予定） 


